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放射線医療で用いる PVA 水溶液と KI を使用した PVA-KI ゲル線量計を開発した。本研究で

は PVA-KI ゲル線量計の線量評価の為に、昨年の研究で作製した測定システムを改良し、本シ

ステムを用いて粒子線照射による線量評価を行った。 
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1.緒言 本研究室では、3 次元線量分布を評価するため PVA-KI ゲル線量計を開発した。1)昨年の

研究において PVA-KI ゲル線量計に特化した有機 EL とカメラを組み合わせた測定システムを開

発し、本測定システムを用いて X 線照射されたゲルを RGB 解析した。吸収線量が増大するごと

に RGB 値の中で B 値が線形的に減少することを確認した。本測定システムを粒子線照射された

ゲルの測定が可能とするように改良し、He イオン、陽子線照射に適用した。 

2. He 照射及び陽子線照射の測定 9wt％PVA-KI ゲルを矩形セル（60mm×50mm×10mm）に封

入し、若狭湾エネルギー研究センターに設置されている多目的シンクロトロン・タンデム加速器

を用いて He 照射及び陽子線照射を行った。エネルギーは He 照射が 220MeV、陽子線照射が

200MeV、吸収線量 4Gy～24Gy の領域で照射した。照射後の試料を本研究で作製した測定装置を

用いて撮影し、撮影した画像データを本研究室で開発した RGB 解析ソフトで RGB 解析した。 

3.結果と考察 Fig.1 に 24GyHe 照射されたゲル画

像と B 値の解析結果を示す。図中のグラフの縦軸

は RGB の B 値、横軸は距離である。ゲル画像に

おいて、赤色への呈色を確認し、1.8cm から 1.9cm

にかけて赤色から濃赤色への変化を観察した。ゲ

ルへの He 照射 0cm~4cm の領域の B 値を解析し

た結果、1.88cm に最小値があり、この部分がブラ

ッグピークに相当すると考える。He 照射の他の

吸収線量及び陽子線照射についての測定と解析

結果の詳細は講演時に報告する。 
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Fig.1 He 照射ゲル画像と B 値の解析結果 
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